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委員会構成

五
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
議
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
藍
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
経
験
浅
く
未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

全
力
を
尽
く
し
て
職
に
あ
た
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
わ
が
国
の
国
政
に
歴
史
の
一
歩

を
残
す
平
成
の
大
合
併
が
、
合
併
を
し
た

と
こ
ろ
、
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
そ
れ
ぞ
れ

に
、
歪
や
軋
み
を
抱
き
な
が
ら
も
、
と
り

あ
え
ず
一
段
落
し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。

わ
が
宇
多
津
町
は
当
面
自
立
の
道
を
選

ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
苦
労

を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
ま
で
通
り
住
民

の
顔
が
見
え
る
大
き
さ
の
な
か
で
、
官
民

共
動
の
町
づ
く
り
に
励
み
、｢

小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
宇
多
津｣

を
つ
く
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

こ
れ
で
、
長
ら
く
言
わ
れ
続
け
て
き
た

地
方
分
権
改
革
も
、
本
当
の
意
味
で
や
っ

と
離
陸
態
勢
に
入
っ
た
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
大
役
を
あ
ず
か
る

こ
と
を
思
え
ば
身
の
震
え
る
思
い
が
致
し

ま
す
。
と
も
す
れ
ば
、
過
去
を
踏
襲
す
る

こ
と
で
、
議
会
の
権
威
や
格
式
を
尊
重
し

て
き
た
時
代
は
、
郷
愁
の
彼
方
に
葬
り
去

る
と
き
が
来
つ
つ
あ
る
よ
う
な
予
感
が
い

た
し
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
環
境
の
変
化
を
認
識
し

つ
つ
、
議
会
と
し
て
の
職
分
を
わ
き
ま
え
、

執
行
部
と
は
建
設
的
な
緊
張
関
係
を
保
ち

な
が
ら
、
住
民
の
付
託
に
応
え
る
た
め
に

全
身
全
霊
を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
は
あ

り
ま
す
が
、
申
し
ま
し
た
通
り
未
熟
者
で

ご
ざ
い
ま
す
。
道
誤
る
こ
と
が
あ
れ
ば
住

民
の
皆
様
の
ご
叱
責
を
賜
り
、
ど
う
か
良

き
道
筋
に
お
導
き
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
て
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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平成17年第２回 定例会 (開会前の静寂なひととき)

中学校体育館いよいよ着工へ
来来来来来来来来来来来春春春春春春春春春春春ののののののののののの卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒卒業業業業業業業業業業業式式式式式式式式式式式ににににににににににに向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけててててててててててて

平
成
17
年
第
２
回
定
例
会
は
６
月

９
日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

報
告
１
件
、
承
認
１
件
、
議
案
13
件
、

発
議
１
件
、
そ
の
他
１
件
が
審
議
さ

れ
た
。
ま
た
一
般
質
問
を
日
曜
日
に

行
う

｢

日
曜
議
会｣

を
開
催
し
、
35

名
の
傍
聴
者
が
熱
心
に
質
疑
に
耳
を

傾
け
た
。
一
般
質
問
の
内
容
は
、

｢
防
災
対
策｣

｢

広
報
誌
の
配
布｣

｢

農
地
の
空
洞
化｣

｢

教
育
行
政｣

｢

不
法
投
棄
対
策｣

｢

安
全
・
安
心
ま

ち
づ
く
り｣

｢
子
育
て
支
援｣

｢

介
護

予
防
対
策｣

｢

農
業
の
認
識
と
食
育｣

｢

た
ば
こ
税｣

｢

町
名｣

｢
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例｣

｢

防
犯
対
策｣

｢
公
共

工
事
の
入
札｣

｢

固
定
資
産
税｣

｢
歴

史
と
文
化
を
生
か
し
た
町
づ
く
り｣

｢

土
木
行
政｣

な
ど
に
つ
い
て
行
わ

れ
た
。

平
成
17
年

第
2
回
定
例
会

●
中
学
校
体
育
館
建
設
工
事
契
約
締
結

●
公
共
下
水
道

第
3
処
理
区
汚
水
管
渠
築
造
工
事

●
救
助
資
機
材
及
び
搬
送
車
の
購
入

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

●
宇
多
津
町
放
置
自
動
車
の
処
理
に
関
す
る
条
例
制
定

●
議
会
推
薦
農
業
委
員
に
谷
川
俊
博
議
員
、池
田
弘
昌
議
員
、

木
村
浩
基
氏(

青
年
農
業
者)

の
3
氏
が
推
薦
さ
れ
た
。

主主 なな 内内 容容

� �
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①
建
築
工
事
請
負
契
約

・
制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
で
㈱
大
本
組

四
国
支
店
が
４
億
９
５
０
万
円(

税
込

み)
で
落
札

②
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

・
指
名
競
争
入
札
で
㈱
ハ
ラ
ケ
ン
工
業
が

５
２
、
３
９
５
、
０
０
０
円(
税
込
み)

で
落
札

以
上
は
議
決
を
要
す
る
契
約(

予
定
価
格

５
千
万
円
以
上)

③
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

・
指
名
競
争
入
札
で
森
崎
工
業
㈱
が

２
６
、
７
２
２
、
５
０
０
円(

税
込
み)

で
落
札

・
宇
多
津
町
放
置
自
動
車
の
処
理
に
関
す

る
条
例
制
定

・
指
名
競
争
入
札
で
鹿
島
建
設
㈱
四
国
支

店
が
７
５
、
６
０
０
、
０
０
０
円(

税

込
み)

で
落
札

・
工
事
内
容

県
道
富
熊
・
宇
多
津
線

３
９
７.

５

ｍ
の
工
事

・
工
事
期
間

平
成
十
七
年
七
月
一
日
か

ら
平
成
十
八
年
三
月
十
七
日

・
片
側
通
行
許
可
期
間

平
成
十
七
年
七

月
十
四
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日工

事
に
御
協
力
を
！

・
指
名
競
争
入
札
で
㈱
岩
本
商
会
高
松

支
店
が
１
６
、
２
６
４
、
５
０
０
円

(

税
込
み)

で
落
札

・
超
音
波
骨
密
度
測
定
装
置
の
購
入
に

１
８
０
万
円

(

条
例
で
定
数
が
変
更
に
な
り
３
名
と

な
っ
た
。
こ
の
３
名
の
内
少
な
く
と
も

１
人
は
女
性
又
は
青
年
農
業
者
と
す
る

事
と
な
っ
た
為)
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●
中
学
校
体
育
館
建
設
工

事
契
約
締
結

●
公
共
下
水
道

第
3
処
理
区
汚
水
管
渠

築
造
工
事

●
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

●
救
助
資
機
材
及
び

搬
送
車
の
購
入

●
議
会
推
薦
農
業
委
員
に

谷
川
俊
博
議
員
、池
田

弘
昌
議
員
、木
村
浩
基

氏(

青
年
農
業
者)

の
3

氏
が
推
薦
さ
れ
た
。

●
公
共
の
場
所
へ
の
放
置

自
動
車
へ
罰
則
も

収納庫

空気ジャッキ
油圧資機材
ゴムボート
救助うきわ
ライフジャケット

購入救助資機材

� �

宇多津小学校

県道富熊宇多津線

工事区間
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各
地
で
地
震
、
台
風
な
ど
の
災

害
が
相
次
い
で
い
る
が
、
町
の
防

災
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
特
に
自
治

会
組
織
の
な
い
新
都
市
で
の
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

谷
川
町
長

町
で
は
自
主
防
災
組
織
の
結
成
及
び
育

成
を
推
進
し
て
お
り
、
現
在
二
八
組
織
が

結
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
質
問
の
新
都
市

に
お
い
て
は
、
自
治
会
の
組
織
も
少
数
で

あ
る
た
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者
・
管

理
組
合
等
に
対
し
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

増
え
る
耕
作
放
棄
地
に
つ
い
て
、

町
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。
一
般

企
業
へ
の
貸
し
出
し
や
住
民
へ
の
一
坪
菜

園(

農
園)

の
転
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

宮
本
産
業
振
興
課
長

現
在
町
で
は
、
二
八
％
の
休
耕
田
が
あ

り
、
良
質
な
耕
作
地
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
も
、
麦
・
大
豆
等
の
重
点
作
物
や
景

観
形
成
作
物
の
作
付
け
及
び
担
い
手
の
育

成
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
一
坪
菜
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
貸

し
手
と
借
り
手
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

町
が
仲
介
を
し
て
応
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
み
袋
の
有
料
化
に
よ
り
、
増

え
る
で
あ
ろ
う
、
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
に
対
す
る
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、

町
長
は
万
全
を
期
す
と
公
約
さ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
お
考
え
な
の
か
。

谷
川
町
長

不
法
投
棄
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環

境
監
視
員
三
名
に
よ
る
日
常
的
な
環
境
監

視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
職
員
も
参
加
し
て
の

月
一
回
の
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
委

託
し
週
二
回
の
巡
視
及
び
回
収
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
一
定
期
間
こ
の
活
動
を
強
化

し
、
不
法
投
棄
の
一
掃
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４
月
の
教
育
委
員
会
事
務
局
の

機
構
改
革
で
、
学
校
教
育
課
と
生

涯
学
習
課
の
２
課
制
を
導
入
し
て
、
委
員

会
の
強
化
・
充
実
を
図
り
、
学
校
教
育
に

力
を
入
れ
た
い
と
言
わ
れ
た
が
、
進
捗
状

況
は
ど
う
な
の
か
。

山
分
教
育
長

二
課
制
を
導
入
し
て
二
ヶ
月
あ
ま
り
で

す
が
、
効
果
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ま
ず

事
務
処
理
の
迅
速
化
と
効
率
化
が
あ
り
ま

す
。
次
に
従
来
に
も
増
し
た
専
門
的
な
調

査
研
究
活
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
教
育
行
政
の
課
題
を
解

決
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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特
に
新
都
市
で
の
防
災
対
策
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

��
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
働

き
か
け
た
い

西本弘子議員
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�
有
料
化
で
増
え
る
不
法
投
棄
対

策
は

��
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施

谷川俊博議員

丹
精
込
め
た
野
菜
が
実
る
一
坪
菜
園
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｢

介
護
予
防
対
策｣

に
つ
い
て

介
護
予
防
事
業
の
計
画
が
あ
る
の

か
。

地
域
支
援
事
業
の
創
設
は
。

谷
川
町
長

現
在
の
施
策
の
ま
ま
で
は
、
現
状
の
保

険
料
を
維
持
す
る
の
は
、
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
も
単

な
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
か
ら
介
護
予
防
対

策
へ
施
策
を
転
換
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
や
す
ら
ぎ
プ
ラ

ザ
や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
健
康
づ
く
り
体
操

を
実
施
す
る
な
ど
介
護
予
防
対
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
支
援
事
業
を
実
施
す
る
た

め
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
平
成

十
八
年
度
に
間
に
合
う
よ
う
準
備
し
て
お

り
ま
す
。亀

井
保
健
福
祉
課
長

現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

の
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
介
護
予
防

施
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
が
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
つ

い
て

土
、
日
、
祝
日
は
運
行
し
て
い
な
い
が
、

運
行
し
て
は
。

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
と
っ

て
は
。

谷
川
町
長

本
年
四
月
か
ら
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

カ
ー
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
住
民

の
方
々
に
も
理
解
を
い
た
だ
き
、
犯
罪
の

抑
止
等
一
定
の
成
果
が
あ
が
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
も
う
少
し
時
間
を
か

け
て
総
括
、
評
価
を
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。西

山
住
民
生
活
課
長

土
・
日
・
祝
日
の
運
行
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
広
報
に
よ
り
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
募
集
を
行
う
な
ど
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
揃
っ
た
時
点
で
実
施
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
育
成
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
つ

き
ま
し
て
も
、
十
分
協
議
・
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
所
表
示
は
宇
多
津
町
の
次
に
番

地
が
来
ま
す
が
町
名
を
記
入
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

谷
川
町
長

住
居
標
示
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、
町

が
発
送
す
る
郵
便
物
か
ら
で
も
検
討
し
、

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

町
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
に
、
町
民
の
権
利
と
義

務
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
自
治
基
本

条
例
等
の
策
定
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

谷
川
町
長

自
主
・
自
立
・
自
治
の
精
神
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
町
づ
く
り
が
で
き
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
の
使
用
料
負
担
の
問
題
や

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
運
行
も
そ
の

一
環
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
制
度
で
も
っ

て｢

形｣

を
作
る
の
も
大
事
で
す
が
、
住

人
皆
が
町
づ
く
り
に
主
体
的
に
参
加
・
実

施
す
る
こ
と
が
大
事
で
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

6
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取
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池田弘昌議員
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史
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が
漂
う
町
並
み
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｢

防
犯
・
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
は｣

学
校
・
子
ど
も
の
安
全
確
保
、

及
び
防
災
情
報
な
ど
保
護
者
や
地
域
関
係

者
に
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
へ
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
図
れ
。

藤
原
学
校
教
育
課
長

平
成
一
六
年
度
に
お
い
て
は
、
幼
稚
園
・

両
小
学
校
に
警
報
シ
ス
テ
ム
及
び
門
扉
の

整
備
を
行
な
い
、
侵
入
者
の
対
策
に
当
た
っ

て
お
り
ま
す
。
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
も
作
成
済
み
で
あ
り
、
警
察
の
協

力
を
得
て
訓
練
等
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
学
の
安
全
に
つ
て
い
て
は
、
子

供
Ｓ
０
Ｓ
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
御
協
力
の
も
と
、

宇
小
六
四
件
・
北
小
七
五
件
を
指
定
し
て

お
り
ま
す
。

中
尾
総
務
課
長

防
災
行
政
無
線
の
情
報
範
囲
に
つ
い
て

は
、
災
害
の
通
報
・
人
命
・
財
産
の
保
護
、

緊
急
時
の
対
応
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

設
置
基
準
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
第

一
義
的
に
被
災
時
や
、
被
災
を
受
け
そ
う

な
時
、
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
を

活
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
観
点
か
ら
、

自
治
会
長
宅
・
地
元
の
避
難
所
・
公
共
施

設
等
に
個
別
受
信
機(

九
五
台)

を
設
置

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て
は
、
県

に
お
い
て
県
民
の
方
々
に
災
害
時
、
非
常

時
の
情
報
の
伝
達
等
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
。

｢

Ａ
Ｅ
Ｄ(

自
動
体
外
式
除
細
動
器)

の
設
置
を｣

年
間
に
３
万
人
と
も
言
わ
れ
る｢

心
臓

突
然
死｣

。
そ
の
対
応
策
に
厚
労
省
は｢

Ａ

Ｅ
Ｄ｣

を
一
般
人
が
取
り
扱
え
る
よ
う
に

し
た
。
こ
れ
を
機
に
本
町
も
不
特
定
多
数

の
集
ま
る
公
共
施
設
に｢

Ａ
Ｅ
Ｄ｣

の
設

置
を
検
討
す
べ
き
と
思
う
が

谷
川
町
長

本
町
の
施
設
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
と
、
機
器
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

講
習
等
を
受
け
操
作
の
仕
方
な
ど
の
問
題

も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、｢
Ａ
Ｅ

Ｄ｣

の
設
置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
緊
急
時
責

任
問
題
も
考
慮
す
る
と
、
一
体
だ
れ
が
使
用

す
る
の
か
、
ま
た
、
備
え
て
置
く
と
い
う
程

度
だ
け
で
あ
れ
ば
、
費
用
対
効
果
の
面
か
ら

考
え
て
も
設
置
に
対
し
て
消
極
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
、
固
定
資
産
税

の
評
価
替
え
の
年
で
す
。
県
下
の

地
価
公
示
価
格
は
平
成
３
年
を
頂
点
に
平

成
４
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
14
年
連
続
下

落
と
な
り
当
町
も
全
く
同
様
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
価
下
落
と
い
う
変
動
に
対
応
し
評

価
額
を
適
正
な
均
衡
の
と
れ
た
価
格
に
見

直
す
平
成
18
年
を
迎
え
る
が
そ
の
見
通
し

等
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま
す
。

谷
川
税
務
課
長

固
定
資
産
の
土
地
評
価
に
つ
い
て
は
、

土
地
の
利
用
状
況
に
基
づ
い
て
地
目
別
に

平
成
６
年
度
か
ら
評
価
額
を
地
価
公
示
価

格
等
の
７
割
を
め
ど
に
評
定
す
る
こ
と
な

ど
が
、
総
務
大
臣
が
定
め
た｢

固
定
資
産

評
価
基
準｣

に
よ
っ
て
、
全
国
的
に
統
一

さ
れ
た
手
順
及
び
方
法
で
評
価
額
が
な
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
評
価
替
え
の
作
業
と
致
し
ま
し

て
、
１
月
１
日
調
査
基
準
の
公
示
価
格
、

７
月
１
日
を
評
価
時
点
の
県
地
価
調
査
価

格
、
町
の
標
準
宅
地
等
の
相
互
の
均
衡
化

及
び
、
適
正
化
を
図
り
、
国
が
定
め
た
固

定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
作
業
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

現
段
階
で
は
、
来
年
度
の
土
地
評
価
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
ま
だ
、
７
月
１
日
調

査
基
準
の
地
価
調
査
価
格
等
が
出
て
い
な

い
状
況
下
に
お
い
て
は
、
見
込
め
る
状
況

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
の
で
ご
理
解
を
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
固
定
資
産
税
の

課
税
に
際
し
、
土
地
の
価
格
に
つ

い
て
は
平
成
16
、
17
年
度
に
お
い
て
地
価

の
下
落
が
あ
り
価
格
を
据
え
置
く
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
き
は
簡
易
な
方
法
に
よ
り

評
価
を
修
正
で
き
る
制
度
が
あ
る
が
そ
の

適
用
状
況
に
つ
い
て
答
弁
を
求
め
ま
す
。

谷
川
税
務
課
長

次
に
、
地
価
下
落
に
よ
る
、
評
価
修
正

の
運
用
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
原
則

と
し
て
、
評
価
替
え
以
降
３
年
間
は
固
定

資
産
評
価
額
は
、
据
え
置
か
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
平
成
９
年
度
の
税
制
改
正

に
よ
り
、
見
直
し
年
度
で
な
く
て
も
地
価

の
下
落
が
あ
る
と
き
や
、
価
格
を
据
え
置

く
こ
と
が
適
当
で
な
い
土
地
の
場
合
は
、
価

格
を
修
正
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
当
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
17
年

度
に
お
い
て
宅
地
の
総
地
積
99
・
５
％
に
あ

た
る
２
・
68
�
が
こ
の
下
落
の
対
象
と
な
り

時
点
修
正
に
よ
り
価
格
の
修
正
を
し
ま
し
た
。
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中
学
校
体
育
館
入
札
工
事
で
７

社
が
参
加
、
大
本
組
が
３
億

９
、
０
０
０
万
円
で
落
札
、
町
の
入
札
書

比
較
価
格
に
対
す
る
落
札
率
は
98
・
76
％

の
高
値
は
談
合
疑
惑
だ
。
逮
捕
者
が
出
た

国
の
橋
梁
工
事
の
談
合
問
題
で
建
設
政
策

研
究
所
の
辻
村
専
務
は
、｢
落
札
率
99
％
以

上
は
予
定
価
格
が
漏
洩
の
官
制
談
合
で
厳

し
い
解
明
が
必
要｣

と
言
っ
て
い
る
。
先

の
谷
口
建
設
の
１
０
０
％
落
札
と
い
い
、

こ
の
際
徹
底
的
に
解
明
す
べ
き
だ
。

谷
川
町
長

私
も
公
共
事
業
の
入
札
に
関
す
る
談
合

は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

今
で
は
公
共
工
事
に
つ
い
て
随
意
契
約

を
原
則
的
に
廃
止
し
、
一
般
競
争
入
札
を

も
導
入
し
て
お
り
ま
す
。
一
般
競
争
入
札

と
言
っ
て
も
、
企
業
に
対
し
て
は
能
力
や

過
去
の
経
験
な
ど
一
定
の
資
格
を
基
準
と

し
て
設
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
公
共
工
事

は
住
民
の
税
金
で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
私
ど
も
で
は
、
良
い
も
の

を
で
き
る
だ
け
安
く
と
い
う
こ
と
を
基
本

に
、
設
計
金
額
に
対
し
て
ど
の
く
ら
い
の

価
格
で
あ
れ
ば
工
事
が
で
き
る
の
か
と
い

う
予
定
価
格
を
で
き
る
限
り
低
く
設
定
し

て
お
り
ま
す
。
予
定
価
格
を
低
く
設
定
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
落
札
価
格
と
の
差
が
縮
ま

り
ま
す
。
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体
育
館
建
設
用
地

議

会

豆
知
識

一
、
政
治
家(

候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
及
び
現
に
公
職
に
あ
る
者)

が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と

(

政
党
や
親
族
に
対
す
る

も
の
及
び
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な
い
実
費
の
補
償
は
除
か

れ
ま
す
。)

は
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
、
次
の
も
の
を
除
き
す
べ
て
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①

政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結
婚
披
露
宴
に
お
け
る
祝
儀

②

政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
葬
式
や
通
夜
に
お
け
る
香
典

(

①
や
②
で
あ
っ
て
も
、
選
挙
に
関
し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の

社
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は
処
罰
さ
れ
ま
す
。)

な
お
、
政
治
家
以
外
の
者
が
、
政
治
家
名
義
の
寄
附
を
す
る
こ
と
も
罰
則
を

も
っ
て
禁
止
さ
れ
ま
す
。

＊
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の
補
償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の
提
供
は

禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

二
、
有
権
者
が
、
威
迫
し
て
あ
る
い
は
政
治
家
を
陥
れ
る
目
的
で
寄
附
を
求
め
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

三
、
後
援
会
が
、
花
輪
、
香
典
、
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

四
、
政
治
家
は
、
年
賀
状
等
の
あ
い
さ
つ
状
を
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

五
、
政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ
い
さ
つ
広
告
を
出
す
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

(

公
職
選
挙
法(

第
百
九
十
九
条)

よ
り
抜
粋
・
要
約)

特
定
の
寄
附
の
禁
止
に
つ
い
て

『

贈
ら
な
い

求
め
な
い

受
け
と
ら
な
い』

三ない運動のキャッチフレーズ



宇多津町議会だより／●平成17年８月１日発行
9

体育館特集

長年の懸案であった中学校の体育館が新築の運びとなりました｡
どこにどんな体育館が建つのかご紹介いたしましょう｡
来年の春には新しい体育館で卒業生を送り出し､ 新入生を迎えることができます｡
楽しみですね！

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�
�

�
�

�
�

��������������������������������

�
�

�
�

�
�

建 築 面 積 申請部分 2,305.69 ㎡

延 べ 面 積 申請部分 2,305.69 ㎡

構 造 鉄筋コンクリート造り２階建一部鉄骨造

ア リ ー ナ バスケット２面またはバレー２面
またはバドミントン６面 階高13.127ｍ

見 学 席 120席

ス テ ー ジ ステージおよび両サイド控室

事 務 室 16.8㎡

会 議 室 57㎡×２部屋

更 衣 室 21㎡×２部屋 (男女)

シャワー室 ３ブース×２部屋 (男女)

器 具 庫 117.6㎡

完成予想図

体育館平面図

校内配置図

ど
ん
な
体
育
館
？

既設体育館

校舎

校舎
正門

新体育館

玄関

事務室器具庫

男
子
更
衣
室

シシャャワワーー室室

男子
便所

女子
便所

女
子
更
衣
室

会議室 会議室

ステージ

アリーナ
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日 曜 議 会

50歳代 男性
色々と研究及び調査等を
取り入れた質問をしており､
よく工夫していると思いま
した｡

50歳代 男性
重複質問が多い｡ 要件だ
けの方が分かり易い｡

70歳以上 男性
各議員は充分調査した上
の質問をしており適切な事
項について理事者の答弁を
得ていた｡

10歳代 女性
日曜議会で宇多津町はど
のような事をしているのか
など､ よく分かるので､ 今
後も続けて欲しい｡

40歳代 男性
身近な学生の問題につい
て議会で議論されることは
より一層議会と地域が身近
なものになると思いました｡

70歳以上 女性
日曜日は子どものスポー
ツの試合が入りやすいので
今後は夜間議会 (夏など)
をされてはどうだろうか｡

��������	
��

性 別 開会の時刻について住 所

年 齢 議会開催の希望回数

35名中25名回答

議員の一般質問の内容について そ の 他

30歳代 女性
わかりにくい｡ できるな
らできる､ できないならで
きないで､ 答えて欲しい｡
簡潔に!!

40歳代 男性
よく分かる答弁であった｡
もう少し簡潔であればより
一般町民にも伝わりやすい｡

行政(理事者)側の答弁について

70歳以上 男性
各項目について､ 町長は
全般的な答弁ではあったが､
考え方の方針を示し充分な
回答であった｡ 各担当課長
の答弁は適当である｡ よく
分かりました｡

町 外

町 内

５人

20人

女 性

男 性

無解答

13人

10人

２人

９時

９時30分

無解答

４人

19人

２人

今後も続け
れば良い｡

開催する必
要は無い｡

いずれとも
いえない｡

24人

１人

０人

日曜議会の開催について､どう思われますか｡

20歳未満
７人

１回 ６人

２２回回 1133人人

３回
１人

４４回回 ４４人人

無回答 １人

30～39歳
１人

4400～～4499歳歳
６６人人

5500～～5599歳歳
５５人人

6600～～6699歳歳
２２人人

7700歳歳以以上上
３３人人

無回答 １人
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研 修 報 告

今
春
、
建
設
教
育
委
員
会
で
は
、

歴
史
的
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
る
茨
城
県
真
壁
町

へ
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

折
り
し
も
、｢

宇
多
津
町
ま
ち
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム｣

の
中
で
、

文
化
庁
建
造
物
主
任
調
査
官
の
堀

先
生
よ
り
、
真
壁
町
の
登
録
文
化

財
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
頂
き
、

私
た
ち
は
期
待
に
胸
を
躍
ら
せ
な

が
ら
当
地
へ
赴
き
ま
し
た
。

真
壁
町
は
、
筑
波
・
加
波
の
西

側
に
開
け
た
、
人
口
二
万
人
の
町

で
す
。
面
積
は
約
64
平
方
キ
ロ
で
、

白
壁
の
土
蔵
が
残
る
、
落
ち
着
い

た
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

｢

真
壁｣

の
町
の
名
前
は
御
名
代

と
し
て
の｢

白
髪
部｣

に
由
来
し
、

歴
史
の
重
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

訪
問
し
た
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
文
化
財
を

観
て
廻
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
に

か
け
て
文
化
産
業
の
中
心
地
と
し

て
栄
え
た
町
に
は
、
隆
盛
を
誇
っ

た
商
家
の
人
た
ち
が
次
々
と
蔵
や

門
を
建
て
ま
し
た
。
約
二
○
○
棟

を
数
え
る
見
世
蔵
や
土
蔵
、
門
は

国
の
有
形
文
化
財
登
録
制
度
を
活

用
し
て
お
り
、
そ
の
登
録
数
は
現

在
一
○
四
件
と
日
本
一
を
誇
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
真
壁
町
で
も
宇
多
津
町

の
よ
う
に
町
家
で
の

｢

ひ
な
ま
つ

り｣

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
違
う

の
は
、
期
間
が
二
月
四
日
〜
三
月

三
日
ま
で
の
一
ヶ
月
と
長
い
こ
と
、

そ
し
て
、
何
と
九
○
軒
の
家
で
お

雛
さ
ま
を
飾
り
、
一
ヶ
月
に
五
万

人
を
越
え
る
人
た
ち
が
真
壁
町
を

訪
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し

て
宇
多
津
町
の
よ
う
に
、
お
も
て

な
し
の
心
と
出
会
い
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
を
込
め
て

｢

ひ
な
ま
つ

り｣

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

静
岡
県
富
士
宮
市
で
は
教
育
委

員
会
に
別
途
、
生
涯
学
習
課
を
置

い
て
、
積
極
的
な
生
涯
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

◎
生
涯
学
習
係

・
学
校
と
社
会
教
育
の
融
合
事
業

学
び
の
成
果
を
社
会
に
還
元
す

る
。(

教
わ
っ
た
も
の
を
教
え

る)

・
読
書
と
読
み
聞
か
せ
推
進
事
業

読
書
に
親
し
み
、
考
え
る
力
を

養
い
、
豊
か
な
心
を
育
む
。

・
地
域
活
動
・
学
校
開
放
事
業

特
別
教
室
、
調
理
室
、
図
書
室

を
地
域
に
開
放
す
る
。

◎
公
民
館
活
動

・
生
徒
と
と
も
に
学
ぶ
講
座

・
中
高
生
を
指
導
者
と
す
る
講
座

・
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
充
実

・
趣
味
講
座
の
充
実

・
高
齢
者
、
女
性
学
級
の
充
実

◎
男
女
共
同
参
画
係

・
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
施

行
・
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定

・
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
開
催

・
女
性
の
た
め
の
相
談

(

Ｄ
Ｖ)

◎
家
庭
教
育
係

・
家
庭
教
育
学
級
の
推
進

医
師
会
と
相
談
業
務

・
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

・
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
の
推

進
・
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
の
充
実

平
成
十
六
年
度
は
全
庁
的
に

｢

青
少
年
健
全
育
成｣

に
取
り
組

み
、
基
本
目
標
と
し
て

①

青
少
年
が
安
全
安
心
に
生
活

で
き
る
ま
ち
づ
く
り

②

青
少
年
が
参
加
す
る
ま
ち
づ

く
り

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
富
士
宮
市
で
は

縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
な
く
す
た

め
に
、
生
涯
教
育
課
が
、
公
民
館
、

児
童
館
、
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
宇
多
津
町
で
も
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
乳
幼
児

事
業
や
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ
で
の
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
健
福
祉

課
と
教
育
委
員
会
、
各
学
校
、
幼

稚
園
な
ど
の
相
互
の
連
携
は
図
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、
町
で
も
相

互
の
担
当
課
を
結
び
つ
け
る
よ
う

な
部
署
の
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

歴
史
の
町｢

真
壁
町｣

｢

富
士
宮
市｣

の

生
涯
学
習

２回

４回

40

50

60

70



梅
雨
も
明
け
暑
い
夏
が
や
っ
て

来
た
。
今
年
の
梅
雨
は
前
半
は
空

梅
雨
で
早
明
浦
ダ
ム
の
貯
水
量
も

30
％
を
切
る
状
況
と
な
り
給
水
制

限
が
行
わ
れ
た
。
夜
間
断
水
の
日

程
も
決
ま
り
不
自
由
な
生
活
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
覚
悟
し
た
。

そ
の
矢
先
７
月
に
入
っ
て
今
度
は

一
転
大
雨
が
降
り
、
渇
水
対
策
本

部
と
水
防
本
部
が
同
時
に
置
か
れ

る
と
い
う
今
ま
で
に
な
い
経
験
を

し
た
。

議
会
だ
よ
り
も
今
回
よ
り
編
集

を
一
新
し
住
民
の
皆
様
に
見
や
す

い
、
読
み
や
す
い
も
の
に
し
た
い

と
考
え
工
夫
を
し
て
み
た
。
今
後

も
鋭
意
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
以
前
よ
り
読
み
や
す
い
も
の

に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

ご
意
見
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

(

Ｔ
・
Ｋ)

� � � �

５月
６日 臨時会本会議
10日 定例議員総会
23日 議会運営委員会

２日 議会運営委員会
６日 全員協議会
９日 定例会本会議
12日 一般質問 (日曜議会)
13日 総務民生・建設教育合同委員会
14日 総務民生常任委員会
15日 建設教育常任委員会
16日 全員協議会・本会議

６月
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この冊子は再生紙を使用しています

中 学 生 の 熱 演
第55回 ｢社会を明るくする運動宇多津大会｣ 青少

年育成宇多津町民会議総会が７月９日ユープラザで
開催されました｡ これには宇多津町長・坂出警察署・
教育委員会を始め､ 各種団体・多くの保護者が参加
して地域犯罪の撲滅と青少年健全育成への環境整備
等が確認されました｡
講演も ｢地域が変わり大人が変わる事こそ大切で

ある｣ など｡
また､ 舞台では100人近い放課後育成クラブ児童

による合唱､ 宇多津中学校吹奏楽部による合奏など
に歓声があがり､ 児童・生徒等の楽しい交流の一時
を過ごしました｡
｢青少年の健全なる成長は我々大人達の振る舞い｣

に託されているのではないだろうか｡

����������

４月
５日 定例議員総会
25日 議会運営委員会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

香
川

虎
生

副
委
員
長

西
本

弘
子

委

員

青
木

義
勝

池
田

弘
昌

谷
川

俊
博

開かれた議会を目指して
宇多津町議会では､ 議会活性化のために､

様々な取組みをしています｡

● 定例議員総会 (毎月第１火曜日)
● 『議会だより』の作成･発行(年４回)
● 日曜議会・夜間議会などの開催
● 各委員会による調査・研究など
● ご意見等は議会へ
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５日 定例議員総会
11日 議員総会
20日 県広報委員総会・研修会

７月


